
　2024 年の SUPER GT も残すと
ころ２戦。今季はアクシデントやたび
重なるペナルティで大量ポイント獲得
のチャンスを失ってきた TGR TEAM 
ENEOS ROOKIE には、いよいよ後が
なくなってきた。目標とするチャンピ
オンのためには、もう１ポイントも落
とすわけにはいかない。
　チームは強い決意をもって、第 7 戦
オートポリスから２週間のインターバ
ルで第 8 戦を迎えた。舞台は栃木県の
モビリティリゾートもてぎ。例年最終
戦として開催され、大嶋和也にとって
も、福住仁嶺にとっても多くの思い出
があるコースだ。
　ただ今シーズンは、第 5 戦鈴鹿が台
風の影響で延期されたことから、最終
戦ではない。いつもと少し雰囲気が異
なるもてぎで、チームは11月２日（土）
の公式練習に向け準備を進めた。

　ただ、明けた予選日のもてぎは朝か
ら雨模様となってしまった。第 6 戦
SUGO、第 7 戦オートポリスとも予
選日は荒天で、どちらも公式予選が
行われなかった。二度あることは三度
……という言葉もあるが、チームは午
後２時から予定された公式予選が雨で
行われないケースも含め、あらゆる可
能性を視野に入れつつ、午前９時から
行われた公式練習に臨んだ。
　早朝こそ雨は小降りだったものの、
コースオープン直前から雨脚が強くな
り、路面はヘビーウエット。そんなな
か ENEOS X PRIME GR Supra は福
住がステアリングを握りコースインす
るも、開始直後からストップ車両が続
出。たび重なる赤旗中断で思うように
ラップを重ねることができなかった。
　５周目、福住は 1 分 53 秒 496 と
いうベストタイムを記録すると、直後

に出た赤旗のタイミングで大嶋に交代
する。ただその後も時折雨脚が強くな
り、大嶋も４周するのがやっと。終盤
の GT500 専有走行、さらにその後予
定されていたフルコースイエロー訓練

の時間も雨量増加のためキャンセルと
なり、ライバルも同様ではあったが、
ENEOS X PRIME GR Supra はなか
なか走行を重ねられないまま、9 番手
で公式練習を終えることになった。

公式練習 11 月２日（土）　天候：雨　路面：ウエット
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　荒天となった 11 月２日（土）の予
選日から一夜明け、迎えた 11 月３日

（日）の決勝日は、朝から快晴に恵ま
れた。コンディションはドライに転じ、
朝から３万人のファンがスタンドを埋
めるなか、気温 21 度／路面温度 29
度というコンディションのもと、午後
１時からの決勝レースを迎えた。
　ENEOS X PRIME GR Supra の
スタートドライバーを務めたのは大
嶋。１周目、タイヤの温まりに苦しむ
間に５番手から８番手までポジション
を落としてしまったものの、フィー
リングは悪くない。６周目、９周目
に GT300 車両のストップでフルコー
スイエローが導入されたが、その２

　公式練習の後、もてぎは一時雨が小
康状態となったが、午後２時から予定
されていた公式予選を前に、ふたたび
雨が強くなってしまっていた。
　ただ、今回は GT300 クラスの Q1
で赤旗があったことから当初予定より
大きく遅れたものの、今回はここ２戦
と異なり予選は実施。午後２時 53 分
からGT500クラスのQ1が始まった。
　アタッカーを務めた福住は「暗く、
前も見えづらかったですし、雨量も分
かりづらくすごく難しい予選でした」
という状況だったが、さすがのスピー
ドをみせ、１分 49 秒 590 というタ
イムで２番手につけてみせた。

公式予選

決勝レース

11 月２日（土）　天候：雨　路面：ウエット

11 月３日（日）　天候：晴れ　路面：ドライ

　GT300 クラスの Q2 をはさむ間
に刻一刻と雨量が変化する難しい状況
だったが、午後３時 49 分からスター
トした Q2 を担当したのは大嶋。今回
TGR 勢はピット位置が最終コーナー
寄りで位置取りが難しく、チェッカー
周に集中してアタックを展開したが、
そのタイミングで大嶋の目前にアタッ
クを終えた車両が出現。１秒近いタイ
ムロスを喫し、１分 50 秒 050 に留
まってしまった。
　やや悔しい状況にはなったが、そ
れ で も 合 算 タ イ ム で は ５ 番 手 に。
ENEOS X PRIME GR Supra は上位
から決勝を戦うことになった。

回のフルコースイエローの間に #16 
CIVIC TYPE R-GT を パ ス。 さ ら に
#37 GR Supra がエンジンまわりの
トラブルでピットインしたことから、
ENEOS X PRIME GR Supra は６番
手にポジションを戻した。
　21 周目には GT500 クラスの上位
陣のなかでもルーティンのピットイン
を行う車両が出はじめ、TGR TEAM 
ENEOS ROOKIE も作業を準備。22
周で大嶋をピットに戻した。チームは
いつもどおりの迅速な作業を行い、福
住に交代し送り出すも、同時にピッ
トインしていた #100 CIVIC TYPE 
R-GT に先行を許してしまった。
　福住は７番手でレース後半戦を戦っ
ていくことになったが、前に入った
#100 CIVIC TYPE-R GT のペースが
上がらない。福住は何度もオーバーテ
イクをしかけていくが、一気に追い抜
くことができるほどのペースの差はな
く、ジリジリとした展開が続いていっ
た。さらに、なかなか前を抜けない
間に福住の背後には #12 Z NISMO 
GT500、#3 Z NISMO GT500 な
どが追いついてきてしまう。
　 福 住 は #100 CIVIC TYPE-R GT
を先頭とした７台の集団のなかでバト
ルを強いられ、思うようにペースを上
げられないまま中盤戦を戦うことに
なってしまった。

　福住は 44 周目、GT300 車両のコー
スアウトによりフルコースイエローが
出る直前に #100 CIVIC TYPE-R GT
をオーバーテイク。ついに６番手に浮
上して集団を抜け出した。
　 先 行 し た ENEOS X PRIME GR 
Supra のペースは良く、５番手を走
る #39 GR Supra を追っていったが、
53 周目にまさかの事態が。突如とし
て ENEOS X PRIME GR Supra はパ
ワーを失ってしまい、力なくスローダ
ウンしてしまったのだ。
　なんとかピットに戻り、トラブルを
特定した後、ふたたび福住はチェッ
クのためにコースインしたが、１周だ
けを走りふたたびピットへ。ENEOS 

X PRIME GR Supra は 53 周でレー
スを終えることになってしまった。 
　この結果で、TGR TEAM ENEOS 
ROOKIE はノーポイントで第 8 戦を
終えることになった。そして自動的に、
2024 年のタイトル争いの権利も最終
戦鈴鹿を前に消滅した。
　今回 ENEOS X PRIME GR Supra
を襲ったトラブルは、他の GR Supra
にも発生していたエンジンまわりが原
因で、トラブルの特定は急務となった。
　今シーズンのチャンピオンの可能性
はなくなったが、まだ最終戦が残って
いる。TGR TEAM ENEOS ROOKIE
は、まだ今季成し得ていない優勝を遂
げるべく鈴鹿へ準備を進める。



ドライバー／監督コメント

レースでは序盤、思ったよりもフロントタイヤのウォームアップが悪くポジションを落としてし
まいましたが、グリップが戻ってからは良いペースで走ることができました。ストレートスピー
ドが苦しかったのと、少しアンダーステアがあったので抜いていけるほどではありませんでした
が、単独では速いだろうと思っていました。ただ、福住選手に交代してからはライバルに行く手
を阻まれてしまって。抜いた後はペースも速かったので、そこから挽回することはできたと思っ
ています。最終的にトラブルでレースを終えてしまい残念な気持ちです。原因は特定できたので
その点は良かったですが、今シーズンは本当にうまくいかないです。最終戦の鈴鹿くらいは気持
ち良くレースを戦いたいと思っています。

レースの後半スティントを担当しましたが、ピットから出たところで 100 号車に先行されてし
まったのが痛かったです。ライバルは低速からストレートスピードが速かったので、うまくブロッ
クされてしまいました。そんななか、GT300 との絡みで前に出ることができ、そこからのペー
スも良かったのですが、結果的にトラブルが出てしまいました。今回 GR Supra 勢にトラブルが
目立ってしまったので、原因をしっかり特定して最終戦の鈴鹿までに対策したいと思っています。
今回のレースの結果で、僕たちにはチャンピオンの権利がなくなってしまいましたが、最終戦で
は何も考えず、自分たちが出せるパフォーマンスを出し切りたいですね。今年は第 2 戦しか普通
のレースができていないので、まずはトラブルをなくし、気持ち良く終わりたいです。

悔しいレースになってしまいました。決勝レースはドライコンディションになり、スタート直後
こそポジションを下げてしまったものの、ペースは悪くなかったので、少しずつ順位を戻すこと
ができていました。ただ福住選手に交代してからは 100 号車に阻まれることになってしまって。
抜いてからは前に追いつくくらいのペースで走れていましたが、トラブルが起きてしまいました。
他の GR Supra にも発生していたものだったので心配していましたが、我々にもトラブルが出て
しまいました。最後はトラブルこそ特定し直すことができたのですが、これでチャンピオンの芽
もなくなってしまいました。最終戦の鈴鹿は優勝して終わりたいです。今シーズンはまだ一度も
勝てていないですからね。

DRIVER　 大嶋 和也　Kazuya OSHIMA

DRIVER　 福住 仁嶺　Nirei FUKUZUMI

DIRECTOR　高木 虎之介　Toranosuke TAKAGI



SUPER GT 第８戦もてぎ　リザルト

11 月２日　公式練習（GT500）

11 月３日　決勝レース（GT500） 2024 AUTOBACS SUPER GT
ポイントランキング（GT500・トップ 10）

※サクセスウエイトについて

11 月２日　公式予選

Pos. No. Car Driver Tire Time

1 64 Modulo CIVIC TYPE R-GT 伊沢拓也／大草りき DL 3’37.911

2 8 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 8 野尻智紀／松下信治 BS 3’38.292

3 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／山下健太 BS 3’39.088

4 38 KeePer CERUMO GR Supra 石浦宏明／大湯都史樹 BS 3’39.585

5 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／福住仁嶺 BS 3’39.640

6 16 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 16 大津弘樹／佐藤蓮 BS 3’39.945

7 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 3’40.301

8 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 3’40.335

9 100 STANLEY CIVIC TYPE R-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 3’40.342

10 12 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 3’40.726

11 3 Niterra MOTUL Z 高星明誠／三宅淳詞 BS 3’41.588

12 17 Astemo CIVIC TYPE R-GT 塚越広大／太田格之進 BS 3’41.971

13 23 MOTUL AUTECH Z 千代勝正／ R. クインタレッリ BS 3’42.952

14 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 松田次生／名取鉄平 YH 3’43.069

15 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 3’46.837

Pos. No. Car Driver Tire Time

1 64 Modulo CIVIC TYPE R-GT 伊沢拓也／大草りき DL 1’49.676

2 100 STANLEY CIVIC TYPE R-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 1’50.292

3 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／山下健太 BS 1’50.466

4 16 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 16 大津弘樹／佐藤蓮 BS 1’50.534

5 12 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1’50.608

6 17 Astemo CIVIC TYPE R-GT 塚越広大／太田格之進 BS 1’52.391

7 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 松田次生／名取鉄平 YH 1’52.837

8 38 KeePer CERUMO GR Supra 石浦宏明／大湯都史樹 BS 1’53.316

9 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／福住仁嶺 BS 1’53.496

10 3 Niterra MOTUL Z 高星明誠／三宅淳詞 BS 1’53.532

11 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1’53.577

12 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1’54.283

13 23 MOTUL AUTECH Z 千代勝正／ R. クインタレッリ BS 1’54.330

14 8 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 8 野尻智紀／松下信治 BS 1’55.062

15 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 1’55.275

Pos. No. Car Driver Tire Time/Gap

1 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／山下健太 BS 1h53’50.242

2 8 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 8 野尻智紀／松下信治 BS 20.513

3 38 KeePer CERUMO GR Supra 石浦宏明／大湯都史樹 BS 27.554

4 16 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 16 大津弘樹／佐藤蓮 BS 27.690

5 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 33.429

6 100 STANLEY CIVIC TYPE R-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 36.618

7 3 Niterra MOTUL Z 高星明誠／三宅淳詞 BS 44.710

8 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 松田次生／名取鉄平 YH 45.310

9 23 MOTUL AUTECH Z 千代勝正／ R. クインタレッリ BS 46.199

10 64 Modulo CIVIC TYPE R-GT 伊沢拓也／大草りき DL 59.079

11 12 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1’15.593

12 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 5Laps

13 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／福住仁嶺 BS 10Laps

14 17 Astemo CIVIC TYPE R-GT 塚越広大／太田格之進 BS 11Laps

R 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 47Laps

Pos No Driver Total
サクセス
ウエイト

1 36 坪井翔／山下健太 74 0kg

2 100 山本尚貴／牧野任祐 56 0kg

3 38 石浦宏明／大湯都史樹 52 0kg

4 37 笹原右京／ジュリアーノ・アレジ 51 0kg

5 3 高星明誠／三宅淳詞 50 0kg

6 39 関口雄飛／中山雄一 45 0kg

7 8 野尻智紀／松下信治 43 0kg

8 23 千代勝正／ロニー・クインタレッリ 42 0kg

9 12 平峰一貴／ベルトラン・バゲット 36 0kg

10 14 大嶋和也／福住仁嶺 32 0kg

SUPER GT ではシリーズ創設当初から成績による性能引き下げのため、重りを積む独自のハンデシステムを使用しており、
2021 年からは『サクセスウエイト』という名称となっています。
2024 年の規則では、GT500 クラスでは第１戦から第６戦まで獲得ポイント×２kg を搭載しなければならず、参戦７戦
目は獲得ポイント×１kg、参戦８戦目は獲得ポイント×０kg となります。
GT500 クラスでは車体の特性上、重りの搭載は 50kg までで、以降はエンジンに噴射する燃料の流量を減らす＝燃料流
量リストリクターの数値を減らし、パワーを下げることが併用されます。GT500 クラスのサクセスウエイトの数値は下
記のとおりです。しばしばチームやドライバーは出力ダウンの段階によって「1 リスダウン」「2 リスダウン」といった業
界用語で表現します。

サクセスウエイト数値 0 〜 50kg 51 〜 67kg 68 〜 84kg 85 〜 100kg

車載ウエイト 0 〜 50kg 34 〜 50kg 34 〜 50kg 35 〜 50kg

燃料流量リストリクター 95.0kg/h 92.6kg/h 902kg/h 88.0kg/h



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


